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ミユンスター大学 デュッセル ドルフ大学 7-へン工科大学
1994年夏学 前 ドイツ経営経清学会理事 エ ッセ ン大学 よ り Gerd 工学部が充実 しているため
期以前 長 HeribertMefert教授を RainerWagner教授が当大 にもともとその方面からの
はじめとした有力教授によっ 学に就任されてから環境関 素地はあったo Lかし,後
て90/91年冬学期から重点 連講座が充実 したo 発の経済学部で も Harald
科目として ｢環境マネジメン Dyckhoff教授のもとで充
ト(Umweltmanagement)｣ 実 した講座が開設 されたo
と ｢環境エコノミー (Um- 92年冬学期には Dyckhoff
welt()konomie)｣が ドイツ 教授のもとで工業経営のコ
大学で初めて設置 されたo ロクイウム ｢企業と環境保
両科目ともエコロジーとエコノミーとの間の現代的問題 と学問的把握法とに取 り組んでおり,92年夏学期より卒業に必要な科目 編入された0両科目 基礎ブロックは ｢環境と経済｣であ,次の四つの講義,すなわち ｢エコロジ- 環境技術の基礎用語｣,｢環境法と計画法｣,｢経営環境計画の基礎｣ よび ｢ 物質ーディネーション機構｣があるoそして重点科巨 .環境経済論では 優 しい経済開発 条件を追求てい また環境マネジメント論では 的観点からの環境保全 問題が考察されており,分析の中心は環境保全をすべて 企業の機能 取 入れるこ である○さらに 91年夏学期経済 への学 仝｣が開設されている○
ドイツ環境会計の周辺 7
生イこシアテ ィ7◆｣が創設された○そこで学生達は経済的観点からみた環境保全について議論 し,工業の意義を研究 し,実現可能な解決策を探 求めているo
94/95*S 重点科目環境経済論および ハウプ トスツデイウム : 経営経済学講座,とくに工
学期 環境マネジメン ト: ･生産管理論V(材料管理, 業経営論および経済学 :
･環境法 (W.Hoppe担当) ロジスティックおよび環 ･経営環境経済論ゼ ミナ-
ー環境技術 .エコロジーお 墳保全,Stork担当) ル (Dyckhoff担当)
よぴ化学製品に関する基 ･生産管理論 ゼ ミナール ･ユープング企業と環境保
碇概念 (W.Barz担当) (生産に関連 した環境保 仝 (ツザツスッデイウム
一環墳エ コノ ミー Ⅰ (H. 全の特殊問題,集中講義, 環境化学 ｢環境 と社会｣
Bonus担当) Janzen′Maten担当) の前提科 目,Dyckhof
･環境経 済論 ゼ ミナール(H.Bonus,H一一J.Ewers,氏.Ths お よび共同研究員担当)マネジメント理論 ⅠMefert担当)経営環境計画論 (計画設定 と意思決定 :D.Adam担当) および共同研究員担当)
96/97年冬 重点科呂環境エコノミーお ハウブ トスツデイウムの特 経営経済学講座,とくに工
学期 よび環境マネジメン ト: 殊経営経済学講座 (生産管 業経営論および経済学 :
･環境 マ ネジメン ト (H.理論 お よび環境エ コノ ミ ･環境 コロタイウム ｢連結
Mefert,M.Kirchgeorg -) 生産と原価削減｣
担当) ･経営環境エコノミーの概 (Dyckhof,Souren,
･副専攻学生および経済学 念 (Wagner) Darmstadter担当)
専攻学生のための環境法 一生産管理論 ゼ ミナール ･企業 と環境保全 (ツサツ
(M.Hoffmann担当) (現在の環境指向生産管 スッデイウム科目 ｢環境
･プロジェク トAGの環境 理論,集中講座,Wagner と社 会｣ の前 提 科 目,
マネジメント (H.Mefert およびJanzen/Maten担 Dyckhoffおよび共同研
および共同研究員担当) 当) 先見担当)
･自然 経 済 学 入 門 (W. ･そのほかに環境保全を課
Str()bele担当) 題 としたコロクイウムが
･経済および資源経済ゼ ミ 上記 3教員によって指導
ナ-ル (H.Bonus,W.Str6beleおよび共同研究員担当)･資源経済学 とエネルギー経済学 W Str6bele担当) されているo
97年夏学期 重点科目環境エコノミーお ハウプ トスツデイウムの特 経営経済学講座,とくに工
よび環境マネジメン ト: 殊経営経済学講座 (生産管 業経営論および経済学
ー環境および資源エコノミ 理論 お よび環境 エ コノ ミ ･環境指向の企業管理
-の基礎 (H.Bonus担 -) (工業経営 と環境保全,
当) ･企業の研究開発 と環境保 Dyckhof担当)
･エネルギーおよび資源エ 全 (Wagner担当)




よび環境に優 しい化学製 莱会計 (Janzen担当)
品 (W.Barz担当) ･ゼミナール :環境指向の
･応用一般的均衡理論 (J. 企業会計の展開
Blank担当) (Wagner′Janzen担当)
･環境マネジメントⅡ (D. ･ゼミナール :企業倫理と
Adam担当) 環境マネジメント
･環境マネジメントゼミナ (Matten/Haffner担当,
- ル (D.Adam,H. 集中講義)
Meffert担当) ･コロクイウム :環境政策
･プロジェクトAGの環境 および環境法に関する経
マ ネ ジ メ ン ト (M. 営経済的意義 (Wagner′
Kirchgeorg担当) Matten担当)･コロクイウム :材料管理(Jnz /Matten/Haffner担当,集中講義)
2(X氾年夏草 選択必修科目 企業理論講座,特に環境経





･環境政策 (Pies) ･工業および環境ゼミナール (Dyckhoff等)
2000/2001 選択必修科目 ハウプ トスツデイウムの特 企業理論講座,特に環境経
年冬学期 エネルギー,資源,環境 殊経営経済講座 済および工業管理会計並び
等 : 経営経済的環境経済 に経済学研究所
･環境経済の基礎 (Pies) ･経営経済的環境経済 (Dyckhoff)
･環境経済専門ゼミナール (Wagner) ー販売および生産関連のエ
(Hartwig等) ･一般経営経摘草/経営経 コピランツのためのソフ



























10 国際経営論集 No.21 2001
トルの建物が売 り物である｡建築家坂茂氏が資源保護 ･未来志向のテクノロ
ジーを駆使 して設計 した, ドームを3つ繋ぎ合わせたような神殿風のパビリ
オンである｡建物全体は,紙管のハニカム構造で支えられている｡パビリオ
ン建築に使われた部材には,紙管以外に屋根に貼る紙膜等リサイクル,リユ















































運動を大々的に伝え,運動の盛 り上が りを支援 した｡後日,この環境負荷計
算にミスがあることが判明したが,エクソン社としては計画を断念せざるを
































を分解 して再使用可能なものは,回収 して,残 りはスクラブ化 している｡す






































































木下 ･中島 ･柳田編著 :前掲書,122頁以下
4) Bundesumweltministerium&Umweltbundesamt(Hrsg,):Handbuch
Umweltkostenrechnung,VerlagFranzVahlen,Muenchen1996.125f.
16 国際経営論集 No.212001
